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研究成果の概要（和文）：睡眠障害診断を目指した自動睡眠音検査システムの開発を目的とする。この目的を達
成するために、本研究では、主に、以下の研究開発を行ってきた。（1）睡眠音の音名化のための絶対音感モデ
ルの構築、 (2) 呼吸音から睡眠状態を推定する技術、（3）睡眠音データから、背景雑音に埋れた、呼吸音の自
動検出技術、（4）聴覚モデルを基に、睡眠音から、いびき、非いびきの自動分類を行う技術、（5）いびきに基
づくOSASスクリーニング技術

研究成果の概要（英文）：In this study, our purpose is to develop sleep sound-based system for the 
diagnosis of sleep disorders. For this purpose, we have developed the following advanced 
technologies:(1) technique to estimate pitch name based on absolute pitch model, (2) technique to 
estimate sleep state based on the analysis of breath sounds, (3)technique to detect sleep breathing 
sounds under low signal to noise ratio (SNR) condition, (4)auditory model-based technique for 
snore/non-snore classification of sleep sounds and (5) snore-based technique for obstructive sleep 
apnea syndrome screening.  

研究分野：生体医工学

キーワード： いびき　呼吸　睡眠
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、聴覚モデルに基づく自動睡眠音検査システムを構築して、いびきの特徴に基づいてOSASスクリーニン
グを行うことの有用性を示唆したことに学術的意義がある。入院を必要とするPSG検査の代替として、低コス
ト・非接触・在宅検査を目指して、多くの人にとって利用しやすい検査にすることに本研究の社会的意義があ
る。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 睡眠障害は、日々の生活、社会生活に支障をきたし、新幹線などの運転手の居眠り事故を引き

起こすことが考えられている。睡眠障害が長引く場合、生活習慣病などのリスクを増加させる事

が指摘されている。睡眠障害の中でも、特に、閉塞型無呼吸症候群（OSAS)、は臨床上頻度が多

く、OSASの場合、日本では約200万人の患者がいると言われている。 現在のところ、睡眠障害の

確定診断のためには、一晩入院して、脳波、体位、眼球運動、心電などを測定する終夜睡眠ポリ

グラフ（PSG)検査が行われる。しかしながら、一晩中、多くの測定用電極を体に装着する必要が

あるため、拘束感がある。 

 

２．研究の目的 

 OSASの代表的な特徴として、側に寝ている人が驚く位のいびき、呼吸が挙げられる。睡眠時に

発生する音（睡眠音) に含まれている、いびき、呼吸などには、OSASに関連する多くの情報が含

まれているはずである。 本研究では、PSG検査に代わる方法として、自動睡眠音検査システムの

開発を行う事を目的とする。 

 

３．研究の方法 

 上記目的を達成するために、（1）睡眠音の音名化のための絶対音感モデルの構築、 (2) 呼吸

音から睡眠状態を推定する技術の開発、（3）睡眠音データから、背景雑音に埋れた、呼吸音の

自動検出技術の開発、（4）睡眠音の自動分類システムの開発、（5）睡眠音の特徴を基に、OSAS・

単純いびき症を識別する技術の開発、(6) 嚥下音検出に関する基礎検討を行ってきた。 

 

４．研究成果 

睡眠障害診断を目指した自動睡眠音検査システムの開発を行うために、これまで以下の研究を

行ってきた。 

(1)睡眠音の音名化を行うために、聴覚モデルに基づく絶対音感モデルの提案を行なった。研究

用音楽データベースを用いることにより、提案モデルの有効性を確認することができた。 

(2)呼吸音から抽出された音響特徴量を基にして、覚醒・睡眠状態の判定が行えるかどうか調査、

検討を行った。脳波情報と比較することにより、呼吸音を用いて、覚醒・睡眠状態の判定が行

えることが示唆された。今後は、より多くの被験者に対して実験を行い、方法の有用性を確認

していく。 

(3)睡眠音から、背景雑音に埋もれた、小さな呼吸音を検出するために、ニューラルネットワー

クに基づく新たな方法を提案した。提案法と従来法との性能比較を行い、許容精度での検出が

できることが示唆された。 

(4)聴覚モデルから得られる特徴を基にして、睡眠音からいびきを自動抽出する方法を開発した。

男性・女性の睡眠音データベースを基にして、本方法の有効性を確認することができた。更に、

本方法と従来法との性能比較を行い、本方法に優位性があることが確認された。 

(5)OSAS診断を目指して、聴覚モデルに基づく自動睡眠音検査システムの開発を行った。男性・

女性の睡眠音データベースを基に、本方法の有効性を検証した結果、OSAS診断システムとして



は、まだ課題が残るものの、OSASスクリーニングシステムとしては、有効性が確認された。  

(6)非接触マイクロフォンと咽喉マイクを用いて、安静・仰臥位で嚥下の録音を行なった。その

結果、咽喉マイクの録音データの嚥下区間を参照することにより、非接触マイクロフォンの録音

データにも嚥下音が含まれることが確認された。この結果は、睡眠時における嚥下音の非接触

検出の実現可能性を示唆している。 
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